
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Blosolenoe 　and 　Bloenglneerlng 厂　Japan

196　遺伝学、分 子生物学

　　　　　ナ イ ロ ン オ リゴ マ
ー

分解酵素 EI 遺伝子 ホ モ ロ グの ク U −一
ニ ン グ

　 571　　 （熊本工 大 ・ 応徹工 ）田口久貴 、 O 大和
一 治 、 赤松　隆 、 岡田弘 輔

【目的】 ．前 々大会に お い て 、

・
ナ イ ロ ン工 場廃液中よ リ 、 新 に ナ イ ロ ン オ リゴマ

ー分解性菌を 3株単 離 した こ と を報告 した 。 本報で は 、 こ れ ら の 菌株の 持 っ ナ イ

ロ ン オ リゴ マ
ー分解酵素遺伝子 と既 知遣伝 子 との 相 同性を謂 ぺ

、 1菌株 よ リ El

i酵素遺伝子 の ホ モ m グを ク ロ ー ニ ン グ した の で 、 その 結果 を報 告す る 。

【方法 及 び結果】　 Bergey
’
．s　manua1 に よ り 3．株と もFlavobacterium属 に 属 する

乏 同 定 した。 染色体 D閧Aの 相同性試験 よ り、 3菌 椥 ま2種 類の 菌株 で あ る と 判断

し 、 D5−1とD5−2と命名 した 。
　D5・ 1は 瑛状の 1−5量体 を分解 し 、

　 D5−2は 2 量体以外
の 環状 1−5量体を分解す る。

D5 −2か ら は 、 プ ラス ミ．ドを確認 した が 、
　 D5−1か らは

検 出 で きなか っ た 。 既 知分解 酵素遣伝 茅と の 相伺性 を 、 叭 A − iDNIA 雑 種形成法 で 調

べ た 。 D5』2プ ラズ ミ ド上 に 、 弱い な が ら も El 、 Etl 、EIwme伝子 の ホ モ ロ グ （40
℃ ） を確 認 した 。 D5−U ：つ い て は 総 DNAを抽 出 し調べ た と こ ろ 、

　 E　 I遣 伝子 の ホ

モ ロ グ〈68℃）を確認 した が 、
Etl

、
　 Elll遣伝子の ホ モ ロ グ （50℃ ま で ）‘a確 認で

きな か っ た 。 p  19 に 、
　 D5−・1株染色体 D閥Aの 6−9　Kbの EcoR　I 断片を 含む バ ン ク を

約 500個構築 し、 こ の 中 よ リ El 遺伝
．
子ホ モ ロ グ を合C1 ク ロ ー ン を得た 。 本プ

ラ ス ミ ドは 、 6．　6Kbの 挿入 断 片を含ん で い た 。　b5−1株 か ら は 、 プ ラ ス ミ ドの 存在

が 詔 め られ な い こ と よ り 、 こ の ホ モ ロ グ は 染色体 DNA上 に 存在 す る 可能性が あ る 。

Clooing　of 　a　hc”nolegue 　of 　Et　gene　leincod　i　n’9　6・−aminehexanoic −acid −cyclic −

dimer　hydrolase　of 　Flavobacterium　sp ．　Kl了2　from　Flavobacteril」m　sp ．　D5・−1．
Hisataka　Taguchi，　Kazuharu　Yamato，　Takashi　Akamat・＄u　artd　Hiresuke　Okada
hylA 　homolQgue ，　Flavobacterium　sp．　D5−1，　nytonoligomer一 　　 　　 　 　　 　　 　 　伽

572

【目的 】

DNA配列 か ら推定 さ れ るPseudomonas　fluorescens由来 の プ ロ リン パ ー

ミア ーゼ に つ い て

（ヱ 技院 ・生 命研）　 ○ 細矢博行 、 中村和憲

シ コ．一 ドモ ナ ス 属細菌な ど土壌微生物の 遺伝子 構造 を明 らか に し 、 大

腸菌な ど他の 微生物の 遺伝 子構造 と比較検討す る こ とを 目的 と し 、 対象の 遺伝子

と して 、 プ ロ モ ー タ ー ブ ローブ トラ ンス ポ ゾ ン Tn5−21を用 い て 得 られ た に ア ミ ノ

酸取 り込み に関与す る．膜タ ン パ ク質プ ロ リン パ ー ミア ーゼ を用 い て 検討 した 。

【方法 及び結果 】　 1．P．fluorescensの染色体DNAの Xhol断片をPHSG397にクロ ーニ

ン グ し、
Tn5−21を用 い て得 られたP．fluorescensの プ ロ モ ー タ ー一．を含むDNA断片 （3

PF8）の 一部（235bp）をプ ロ ー ブ ≧ して 選択 した 。 2．得 られ たDNAの 塩基配列（2222
bp）を決定した とこ ろ 、 494ア ミノ酸か らな るORFが存在 した 。 3．デ ー タベ ー ス を

用 い て ホ モ ロ ジー検索 を行 っ た と こ ろ 、 大 腸菌 のプ ロ リン バ ー ミア ー ゼ とホモ ロ

ジー が あ り、大腸菌の とは DNA レ ベ ル で 71％、 ア ミ ノ酸 レベ ル で 76Xの相同性が

あ っ た 。 4．ア ミノ酸配列 か ら予想され る タン パ ク質の 構造勤大腸 菌の プ ロ リ ン パ

ー ミア ーゼ と非常 に類 似 して い た 。 　5．大腸菌の プ U リン パ ー ミア ニ ゼ はプロ リン

に よ り誘導されくカ タ ボ ライ トレプ レ ヅ シ ョ ン を受 けるが 、

齟
P．fluorescens由 来 の

プ ロ リンパ ー ミア ー ゼ は 、挿入 され たTn　5−21か ら判断す る と 、 プ ロ リン に よる 誘
導

『
もカ タボ ライ トリプ レ ッ シ ョ ン も受 けて い なかっ た。 　6．ク ロ ー ニ ン グ されたD

NAをプ ロ
・一一ブ と して 、 サザ ン ハ イブ リダ イゼ シ ョ ン に よ り他の シ ュ

ー ドモ ナ ス 属

細菌な どの DNA と比 較を した 。
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